
新旧対照表：上日出谷南地区 
 

※下線部分が変更箇所 

 新 旧 

位置 

桶川市上日出谷南一丁目、二丁目及び三

丁目 

桶川市大字上日出谷字愛宕、字殿山、字

宮、字原新田、字弥勒、大字下日出谷字

高井、字西の各一部 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

地
区
計
画
の
目
標 

本地域は、ＪＲ高崎線桶川駅より北西

約２．０km に位置し、土地区画整理事業

の施行により良好な住環境を形成してい

る地区である。このため、事業による基

盤整備の効果と良好な住環境が損なわれ

ないよう、敷地の細分化の防止と建築物

の用途の制限を図ることにより、良好な

住環境の促進を図る。 

本地域は、ＪＲ高崎線桶川駅より北西

約２．０km に位置し、土地区画整理事業

の施行により良好な住環境を形成してい

く地区である。このため、事業による基

盤整備の効果と良好な住環境が損なわれ

ないよう、敷地の細分化の防止と建築物

の用途の制限を図ることにより、良好な

住環境の促進を図る。 

土
地
利
用
の
方
針 

本地区のうち、Ａ地区は都市計画道路

沿いに生活利便施設としての沿道サービ

ス業務施設を配置し、Ｂ地区は準工業地

としての土地利用を図る。Ｃ地区、Ｄ地

区は住宅を主体とした良好な住宅地とし

ての土地利用を図る。また、Ｅ地区は小

規模な沿道サービスを主体とした良好な

沿道としての土地利用を図る。 

本地区のうちＡ地区は、都市計画道路

沿いに生活利便施設としての沿道サービ

ス業務施設を配置し、Ｂ地区は準工業地

としての土地利用を図る。又Ｃ地区、Ｄ

地区は住宅を主体とした良好な住宅地と

しての土地利用を図る。 

建
築
物
等
の
整
備
の
方
針 

地区計画の目標及び土地利用の方針に

もとづき、用途の混在を防ぐために建築

物の用途の制限を行うとともに、敷地面

積の最低限度、建築物等の高さの最高限

度及びかき又はさくの構造の制限を行

う。 

地区計画の目標及び土地利用の方針に

もとづき、用途の混在を防ぐために建築

物の用途の制限を行うとともに、敷地面

積の最低限度及びかき又はさくの構造の

制限を行う。 

 

 



 

 新 旧 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
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